
令和４年度第３回大正区区政会議 

 

                 日 時：令和４年１２月１６日（金） 

                     午後６時３０分～午後８時２６分 

                 場 所：大正区役所４階大正区民ホール 

 

○大津区政企画担当課長 

 皆さんこんばんは。定刻になりましたので、ただいまから令和４年度第３回大正区

区政会議を開催させていただきます。本日は公私何かと御多用の中、御出席をいただ

き誠にありがとうございます。 

 本日の司会を務めます区政企画担当課長の大津でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。着座にて失礼いたします。 

 午後６時３０分現在、区政会議委員定数１３名のうち出席者は９名となっており、

委員の２分の１以上の出席がございます。区政会議の運営の基本となる事項に関する

条例第７条第５項に基づきまして、本会議は有効に成立しておりますことを御報告申

し上げます。 

 本日の会議につきましても、これまで同様、新型コロナウイルス感染症予防対策を

実施させていただいておりますので、御理解と御協力をよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、開会に当たりまして、大正区長の古川より御挨拶申し上げます。 

○古川区長 

 皆様、こんばんは。今年度、３回目の区政会議、お越しいただきまして誠にありが

とうございます。今年度、いろいろ議論を重ねてまいりましたが、将来ビジョンとい

うことで、今日の議題は『大正区将来ビジョン２０２５』という形で、その素案のお

示しをさせていただいております。また、皆様には事前に御意見も頂戴いたしまして、

本当にありがとうございました。 
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 今日はその意見にお答えしつつ、ここでまた生の議論もしていただくという形にな

っていきまして、ビジョンの取りまとめを年明けには行っていきたいと考えておりま

す。 

 このビジョンは皆様に事前にお示しした資料の中にもありますとおり、区の運営方

針、あるいは事業・業務計画書の上位概念として中期的な計画を私どもがお示しし、

区政会議の皆様、そして区民の皆様に御意見を頂戴しながら練り上げていくものでご

ざいますので、大正区の区政運営の根幹になるものというふうに考えております。今

回の計画は、私の任期とか、あるいは大阪・関西万博の期限、いろいろ加味しまして、

少し短めの中期計画３か年の計画とさせていただきました。こちらは、やっぱり区長

が代わるとそれなりのビジョンを持って着任する方が多いので、区長の任期をイメー

ジしながら策定していくことも必要ではということで、スタッフと議論をした上で、

こういう形にさせていただいております。なので、中期の計画でございますので、今

お示しした冊子をもってがらりと大正区が一気に変わるというものではないかもしれ

ません。ただ、ここに書いてありますとおり、人口が減りつつあることですとか高齢

化が進展しているということ等を含めまして、少しずつ対処していく処方箋として書

いたつもりでございます。 

 中身としては、施策を大きな束に４つにまとめて、４つの柱としております。その

４つの柱にプラスして、共通の取組として、ＩＣＴですとか情報の広報の在り方とか、

区役所側のいろんな工夫も併せて提示しております。 

 本日、実りある議論、そして、私どもの示唆につながるように御意見を頂戴いたし

ますことを願っております。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

○大津区政企画担当課長 

 ありがとうございました。 

 次に、会議の進行につきましては、お手元に配付の資料並びにあらかじめお送りさ

せていただきました資料を元に進めさせていただきます。各議題に入ります前に、そ
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の都度資料の確認をさせていただきますが、事前にお送りさせていただいた資料をお

忘れの方がいらっしゃいましたら、予備を御用意しておりますのでお申しつけくださ

い。 

 次に、本日の会議は全て公開とさせていただきます。本日の会議録や撮影させてい

ただきました写真等は、後日、区のホームページ等で公開させていただきますので、

御了承ください。 

 なお、本日はメディアからの取材申入れもあります。メディアによる録音や撮影が

ありますので、こちらにつきましても御了承ください。 

 それでは、ここでお忙しい中、オブザーバーとして御参加いただいております皆様

を御紹介させていただきます。 

 小山市会議員でございます。 

○小山市会議員 

 いつもお世話になっております。よろしくお願いいたします。 

○大津区政企画担当課長 

 なお、金城府議会議員につきましては、ちょっと遅れますということで御連絡をい

ただいております。なお、出雲市会議員、川岡府議会議員、大阪市消防局大正消防署

の植松署長、大阪府大正警察署の落署長におかれましては、公務により御欠席と伺っ

ております。 

 それでは、本日の議事に入らせていただきます。ここからの議事進行につきまして

は議長にお願いしたいと存じます。 

 竹村議長、よろしくお願いいたします。 

○竹村議長 

 皆さん、こんばんは。早いもので今年もあと２週間ぐらいとなりました。 

 それでは、第３回目の議事進行につきましては、着座にて進行させていただきたい

と思います。よろしくお願いします。 
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 それでは、早速議事に入らせていただきます。議題１、大正区将来ビジョン２０２

５（素案）について、区役所から説明をお願いいたします。 

○大津区政企画担当課長 

 それでは、議題１、大正区将来ビジョン２０２５（素案）について御説明いたしま

す。事前に送付しております書類番号１、大正区将来ビジョン２０２５（素案）と、

書類番号２、大正区将来ビジョン２０２５（素案）概要版をお手元に御準備ください。

現在の大正区将来ビジョン２０２２が令和４年度で終了するため、令和５年度に新た

に大正区将来ビジョン２０２５を策定します。将来ビジョンは大正区のまちづくりの

基礎となる計画となりますので、立案段階から区民の意見を把握し、適宜反映させて

いく必要があります。前回の区政会議では、大正区将来ビジョン２０２５の概要を御

説明いたしましたが、詳細な内容を素案として策定しましたので、委員の皆様に御議

論いただきたいと考えております。なお、本件に係る事前質問の回答につきましては、

書類番号４の１ページから４ページにかけまして書面にて行っていることから、詳細

の説明については割愛させていただき、後ほど区の回答に対しての御意見もお伺いし

たいと思います。 

 それでは、まず、将来ビジョン２０２５（素案）について御説明をさせていただき

ます。それでは、まず、お手元に書類番号２、大正区将来ビジョン２０２５（素案）

概要版を御用意ください。前回の区政会議でも御説明をさせていただきました内容と

ちょっと重複するところもございますが、改めてお聞きいただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、概要版の一番下のところを御覧ください。区将来ビジョンとは、区長が

大正区の基礎自治に関する責任者である区シティーマネージャー及び大正区の教育行

政の責任者である教育委員会事務局区担当教育次長として所管する事務も含めまして、

区内の基礎自治行政を総合的に推進していく上で、区役所のめざすべき将来像の実現

に向けた施策の方向性等を取りまとめた計画であり、区民の方々に明らかにするもの
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でございます。将来像を見据える期間につきましては、各区役所で適宜決定できるこ

ととなっており、今回、大正区では古川区長の任期及び大阪・関西万博の開催を見据

えまして、令和５年度から令和７年度の３年間としております。また、区将来ビジョ

ンで示された方向性に沿って、年度ごとの施策、事業の取組を明らかにする区運営方

針は単年度ごとに作成することとなっており、区長は毎年度の区運営方針に係るＰＤ

ＣＡサイクルを通じて、区将来ビジョンを適切な方法で進捗管理することとなってお

ります。区運営方針につきましては、区政会議の運営の基本となる事項に関する条例

に基づき、委員の皆様から御意見を求めるものとなっているところでございます。後

ほど議題２で出てまいりますので、その際に詳しくは御説明をさせていただきます。

また、大正区では将来ビジョン、区運営方針に掲げた施策の達成に向けて、各担当が

取り組む事務につきまして単年度ごとに事業・業務計画書というのを策定し、業務の

進捗管理を行っているところでございます。なお、令和５年度の事業・業務計画書に

つきましては、次回の区政会議で議論いただきたいと思っております。 

 それでは、内容について御説明をさせていただきます。資料の一番上の部分を御覧

ください。まず、大正区が３年後にめざすべき将来像についてでございますが、人や

文化が多様性に富み、幅広い世代が支え合いながら共に生きる「ホッとなまち大正」。

安全・安心こどもの未来が輝き、愛着を持って住み続けられる持続可能なまちをめざ

してまいります。そして、このまちのポテンシャル（潜在価値）を生かし、新たなに

ぎわいと魅力をつくり出すことにも挑戦いたします。この将来像を３年間で実現する

ために、資料真ん中にありますとおり、４つの柱を建てて、柱ごとに応じた施策を進

めるとともに、その下のほうにありますとおり、４つの柱を支える共通の取組を行っ

てまいります。４つの柱は左上より順番に、健康で安心して暮らせるまち「大正」、

右隣に行きまして、地域で支えあう安全なまち「大正」、左下に行きまして、こども

の未来が輝くまち「大正」、右隣に行きまして、にぎわいと魅力あふれるまち「大

正」となっております。そして、その下段に、この４つの柱を支える共通の取組を掲
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載しております。４つの柱に応じた施策はどれも非常に大切なものでございますが、

１つずつ代表的な施策を御説明させていただきます。まず、健康で安心して暮らせる

まち「大正」についてでございますが、第１回目の区政会議での議題にありましたと

おり、区内１０地域で日頃の見守り体制の構築を地域と区役所で一緒に進めてまいり

たいと思っているところでございます。地域で支え合う安全なまち「大正」につきま

しては、第２回目の区政会議での議題にありましたとおり、日頃の見守りからいざと

いうときの見守り体制の構築を行ってまいりたいと思っております。具体的には地域

と区役所が協働して個別避難計画について、既に三軒家西地域では策定がされており

ますが、ほかの地域につきましても策定してまいりたいと思っております。こどもの

未来が輝くまち「大正」につきましては、複雑で困難な課題を抱えるこどもに対して、

家庭や学校以外の場である「居場所」を地域と区役所で役割分担をしながらつくって

まいりたいと思っております。にぎわいと魅力あふれるまち「大正」につきましては、

この１０月より始まりました大正トンボロマルシェや空き家を巡るまち歩きTaisho

さんぽ日和を行うことでにぎわいを創出し、まちのリノベーションを図ってまいりた

いと考えております。 

 続きまして、４つの柱を支える共通の取組について御説明をさせていただきます。

まず、地域まちづくり実行委員会の活性化についてでございますが、区内１０地域の

まちづくり実行委員会の取組を支えてまいりたいと考えているところでございます。

続きまして、地域活動の活性化でございます。地域コミュニティ育成の取組を通じま

して、次の担い手を発掘することによって担い手不足解消を図ってまいりたいと考え

ているところでございます。なお、区民ニーズの把握、情報発信・伝達力の強化、Ｉ

ＣＴ化推進による区民サービスの向上、区役所職員のスキル向上につきましては、内

部事務に関する内容となっておりますので、詳細な説明は割愛をさせていただきます。 

 概要版の説明については以上でございます。 

 続きまして、冊子のほうの構成について御説明をいたします。書類番号１、大正区
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将来ビジョン２０２５（素案）をお手元に御用意ください。よろしいでしょうか。こ

ちらの冊子なんですけども、４５ページと非常にボリュームのある冊子になっており

ますが、まず、５ページから１１ページにかけましては、このビジョンの計画の位置

づけでありますとか大正区の概要、そして、大正区の人口に係る資料と、今回ビジョ

ンを策定するに当たりましての基本的方向性について掲載をしております。そして、

１２ページ以降から４４ページまでが、４つの柱と４つの柱を支える共通の取組の各

論を掲載しているところでございます。具体に申しますと、１２ページから２０ペー

ジまでは健康で安心して暮らせるまち「大正」について、２１ページから２６ページ

が地域で支えあう安全なまち「大正」について、２７ページから３０ページがこども

の未来が輝くまち「大正」について、３１ページから３５ページがにぎわいと魅力あ

ふれるまち「大正」について、３６ページから４４ページが４つの柱を支える共通の

取組についての各論を掲載しております。 

 それでは、この冊子の具体例を一つだけ御説明させていただきます。冊子の２７ペ

ージを御覧いただければと思います。例えば、３つ目の柱でありますこどもの未来が

輝くまち「大正」を実現するためには、安心して子育てできる環境づくりが必要であ

ると考えております。安心して子育てできる環境づくりを実現するためには、まず大

正区の現状と課題を把握する必要がございます。そこで、まず、アというところで、

大正区の現状と課題のほうを掲載しております。真ん中よりちょっと下のところ、イ

というところで、その課題を踏まえて、３年後にめざすべき将来像はどういう状態な

のかというところをイのめざすべき将来像のところで記載をしております。その下の

ウ、施策につきましては、その将来像を達成するためにどのような施策を行うかを掲

載しております。 

 ２８ページに行きまして、エの施策目標でございますが、施策を行うに当たりまし

て、その成果の目標、つまり、どういった状態をめざすのかということを記載してお

ります。その下、オの主な事業・業務計画につきましては、具体的にどのような事業
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や業務を行うのかを記載しているところでございます。ほかの柱につきましても同じ

ような流れで作成をしております。 

 冊子の説明は以上になります。 

 この大正区将来ビジョン２０２５（素案）につきましては、広く市民の皆様から御

意見をいただくために、１１月１５日から１２月１４日の１か月間、パブリックコメ

ントというのを実施いたしまして、２件の御意見をいただいております。内容につき

ましては、まちの活性化に関する御意見でございまして、２件とも交通インフラ、い

わゆる電車の整備が必要ではないかという御意見をいただいたところでございます。

なお、この意見に対する回答につきましては、これから検討してまいりたいと考えて

いるところでございます。 

 本日はこの大正区将来ビジョン２０２５（素案）につきまして委員の皆様から様々

な御意見をいただければありがたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いを

いたします。説明は以上になります。 

○竹村議長 

 ただいまの区役所からの説明がありました、大正区将来ビジョン２０２５につきま

して、皆様から事前にいただいた質問、御意見を含めて議論を進めたいと思います。

何か質問、御意見ございませんか。 

○角元委員 

 大正区将来ビジョン２０２５（素案）の概要版のめざすべき将来像というところで

すけども、人や文化が多様性に富みというところがあるんですけども、この将来ビジ

ョンのこの素案を見てる限り、外国人に対してどのような対策を取るんかというのが

少し見えないような気がしたので、人や文化が多様性に富むということは、将来的に

海外から来られた方も居住されるということを想定して書かれてると思うんですけど

も、健康で安心して暮らせるまち「大正」は、日本人だけではなくて他から、海外か

ら来られた方に対しても安心して暮らせるまちをつくることを考えていかなければな
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らないのではないのかなというふうに思いました。例えば、分かりやすい標識であっ

たりとかもそうですし、やり方が分かれへん、柊さんのところが日本語学校をされて

るので、どんどん大正区でも日本の方じゃないなという方を見られることが多くなっ

たので、そういうところもこの将来ビジョンの中に取り入れていただきたいなという

ふうに思っております。以上です。 

○竹村議長 

 ただいまの意見につきまして、区役所から説明を、回答をお願いします。 

○角元委員 

 柊さんところの外国人の方は多分大正とか近隣に住まれてると思うんですけど、海

外から来られた方は、大正区についてどういうふうに言われていますか。 

○柊委員 

 大正区についてといいますか、日本になんですけども、やはり住み慣れない国であ

るので、まず日本の文化の習慣とかとっつきにくい、初めは慣れない生活で苦しんで

るところはあるんですけども、だんだん住み慣れてきまして順応してくるんですけど

も、最近ちょっとうちの学生で、ここ１０月末から１１月ぐらいにかけて交通事故が

多くて、やっぱり国の生活の交通状況と日本の交通というのが全然違うみたいで、や

っぱり事故を起こしてしまうと。そこら辺、大正区では結構自転車を使われることが

多くって、それも結構道が細かったりとか標識がなくって、例えば高速のとこですね、

入ってはいけない車専用の道に入っていってしまったりとか、そういったこともあり

まして、事故を起こしてしまうといったこともあります。あと、駅前の駐禁のとこで

すね、あそこも全然、一応指導はするんですけれども、駐禁のとこへ間違って置いて

しまったりとか、そういったことがあるので、また駐輪場とかも増えたらいいなとい

うところは、私の実感であります。 

○南委員 

 南です。まず、すみません、事前質問をできなかったことを申し訳ないと思ってま
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す。すみませんでした。 

 僕は、つい２週間ほど前に港区さんと生野区長のフォーラムみたいなやつを聞かせ

てもらってきまして、そこでは両区長とも明確に人口を増やすには外国人を積極的に

引き入れていくっていう方向性を出してはりました。今、角元さんがおっしゃったよ

うに、やさしい日本語の標識をつけるであったりとか、外国人でも分かるようなそう

いう工夫をいろんなとこでしていこうというところで、積極的に、もうこのまま日本

人は絶対増えないっていうところで、もう完全に考えを切り替えて増やしていこうと

していましたけど、その点、大正区はどう考えているのかなっていうところを聞かせ

ていただければありがたいです。 

○古川区長 

 ３人の委員の方、本当にありがとうございます。意外なとこから入りましたね。外

国人対応及び外国人の人口増等に関しては、今回のビジョンでは実はあんまり触れて

いません。ただ、最後の南さんのお話にあるように、将来人口ということを真剣に考

えた場合、大正区にかかわらず、我が国日本はこのまんま放置してると人口が減少し

て、国自体がシュリンクしていくと、いわゆる萎縮していくような状態、これは誰の

目にも明らかなので、ある意味方向転換を、だったら外国人を呼んでしまおうという

ふうに舵を切ることも確かに施策の一つなのかもしれません。まだそこまで踏み込ん

だ検討が大正区内ではできておりません。移民とか、この国の門戸の開き方、それに

よっても影響がかなり違うということ、特に大正区はものづくり企業さん、いっぱい

いらっしゃいますので、外国人労働者がどのような形で定着していくかという我が国

の施策も見ながら検討してまいりたいと思います。最初のお話にありました外国人に

優しいまちかどうかということも含めまして、角元さんのお話もありました。これ、

多様性に富んだ大正区というのは、にわかに外国人だけを指したのではなく、沖縄、

九州等から移住してきたルーツを持つ方々も含めての言い方になっております。ただ、

外国人という意味でも共通でございますので、その方々にやさしい日本語を使い、多
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言語で窓口対応するとか、できることはやっていきたいと考えております。ありがと

うございます。 

○竹村議長 

 ほかにどなたか御意見ございませんか。 

○南委員 

 すみません、何回も。今さらの話ですけど、これ、４５ページを、この時間だけで

質問するのがまず無理があるよねっていうところで、しっかり議論をするんやったら、

僕ら今、青年会みたいなんつくってるんで、そこでも一応話してきてますけど、もう

ちょっとキャッチボールできるような場を設けていただけたらもうちょっとやりやす

いのかなと思いますし、こどもの未来が輝くまちについて話すところに若い女性がい

ないっていうところが、もうその時点で誰がしゃべっとんねんみたいな話かなと。区

政委員の選び方からちょっと考えないといけないところかなと。僕らも今回、すごい

勉強させてもらいましたし、ここに来ないとこんなこと考えへんやろなっていうこと

ばっかりやったので、今後、僕たちも周りにもっと積極的に入れよっていう話はして

いくと思うんですけど、多分僕らがやってもその若い子育て世代のお母さんというの

はなかなか呼び込めないところかなと思いますので、そこら辺をどう改善していきは

るかなというところが、もし考えがございましたら教えていただきたいなと思いまし

て。 

○大津区政企画担当課長 

 ありがとうございます。委員の皆様については、公募と地域団体からの推薦という

ことで引き受けていただいております。あと１年後に委員の改選がございます。おっ

しゃるように、子育て世代のお父さん、お母さんにも、ぜひこの会議にも参加してい

ただきたいと思っておりまして、つい最近ですが、総合教育会議という別の会議があ

るんですが、そちらの委員さんに、区政会議の委員に入ってくださいよと声をかけた

り、ＰＴＡの方も若干、知り合いがいてますので、事あるごとに声をかけたりしてい
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ます。何とか次のときにはそういったことができたらいいなと思っておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○竹村議長 

 それでは、事前に質問があった議員さん、姉川委員さん、何かございませんか。 

○姉川委員 

 事前に質問させていただいた部分で、いつも何か言ってるんですけども、とにかく

大阪市は全国的に見ても検診の受診率が特に低いというところで、医療機関勤めてる

者としても、これを上げていきたいなとか思っててもなかなか難しいというのがある

んですけども、回答いただいたことで大体は納得というか、ああそうやなというのが

もちろんあるんですけども、受診率何％というのを目標として掲げたときに、すこや

か大阪２１っていうのはあるのはもちろん知ってたんですけども、検診というか健康

寿命の延伸というときに、またそのすこやか大阪２１まで読まないとこれが出てこな

いのかっていうのがあって、まだ僕は知ってたほうかなと。ただ、ほかの区民の方と

かにとっては、数字をやっぱり明確に載せとくというか、どこかに、まあ大阪２１ま

で普通の人は読まないと思うので、そういうのも載せておけば、何か一つほかの医療

機関のほうでも具体的に頑張ろうかなとか、何かそういうふうに数値、見えるんじゃ

ないかなと思いますので、どこかに、ちなみに大阪市ではこれぐらいの受診率をめざ

してますみたいなことでも書いてたらいいのかなと思いました。 

 ごめんなさい、あともう一つなんですけども、ちょっと事前質問には書いてないん

ですけども、こどもの居場所づくりというところでふと思ったんですけど、今、僕の

こどもが小学校５年生で、共働きなので学童保育に行ってるんですけども、そういや

大正区って学童保育所１か所もないよねと。大阪市で唯一ないんですかね。ちょっと

分からないですけども。多分ないところって大正区だけか、あとどっかちょっと分か

らない。学童保育所ってもちろん民設民営で、大阪市の留守家庭事業というところで

大阪市から補助金もらってやるっていうのがやり方だと。一応僕も今役員してるんで、
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いろいろ大阪市さんとはやり取りさせてもらってるんですけども、基本的には独り親

家庭か共働き家庭の方を対象にした事業になってるんですけども、今共働きとか独り

親家庭が増えてる中で、なぜ大正区だけないのかなというのが一つ疑問になりました。

もちろんこどもさんが少ないというのもあるとは思うんですけども、特に今、全国的

にもたまにニュースになったりして、小１の壁っていって、働きたくてもこどもさん、

小学校上がったら預けるところがなくてやめざるを得ないとか、パートになったりと

かっていう、なかなかそういう難しいところがあるっていうのはよく知られてると思

うんですけども、大阪市はいきいき事業があるのはあるんですけども、預かってもら

ってる親の実感としては、いきいきと学童保育って全然違うものだと思ってます。そ

れは一長一短があるのでどちらがいいとは言えないんですけども、子育てする場所、

学童保育なんか特にやっぱりこどもたちの放課後の居場所になってますので、なかな

か大阪市の事業なので区が何か独自でできるっていうのは難しいのかもしれないです

けど、もしそういうことが何かできるのであれば、学童保育所みたいなところが増え

たらまた、ああ、ここは子育てしやすいまちだなあとか、ここだったら安心してこど

も育てられるわっていうような形になるんじゃないかなと、ちょっとふと思ったので

意見させてもらいました。ありがとうございます。 

○古川区長 

 １点目のほうは私のほうから。担当課長の保健福祉のほうからの回答はこのとおり

でございます。書いてあるとおりなんですけど、確かにもうちょっと見える化したほ

うが効果があるんじゃないかというお話なんだと思います。その点につきましては、

広報で去年からトライアルをしているのは、やはり大正区は数値低いよっていうのを

あえて出すとか、このままだとこうなってしまうよみたいな健康上のある程度想定さ

れている行く末というか、そういうのも少しリアルに出して、危機感をあおるまでは

いきませんけど、少し課題認識を区民の方に持っていただこうという広報には努めて

います。なので、この回答に書いてあるような具体の方向性に加えて、皆様に数値の
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深刻さを分かっていただくような見える化をこれからも続けたいと思っています。 

 いきいき事業等については、じゃあ大津さん。 

○大津区政企画担当課長 

 学童保育については、ちょっと御存じかどうかなんですけど、実は１か所だけあっ

たんです。僕が教育担当をやってるときには、実は１か所だけあったんです。 

○姉川委員 

 今はないですね。 

○大津区政企画担当課長 

ですので、今おっしゃられたように、いきいきだけしかやってない状況になっており

ます。もしそういった学童保育のお話がまたあるようでしたら、お聞きしてまいりた

いと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○竹村議長 

 ただいま金城委員がお見えになりましたんで。 

 角元委員さん、何か。 

○角元委員 

 先ほど、柊委員が少しおっしゃった部分があるんですけども、大正区内のインフラ

に近いんですけども、基本的には電車というよりはバスのまちでして、主に交通の手

段というのはバスか歩きか自転車、自転車に乗ってる人が非常に多いです。もちろん

大正区の駅前のとこには地下鉄のとこに駐輪場があったりとか、その付近にも駐輪場

があるんですけど、特に駅前とかは人が自転車専用道路を塞いで歩いたりとか、路駐

もそうなんですけども、ちょっと自転車のルールっていうのをもうちょっとまちで取

り組むような仕組みというのは必要なんじゃないかなというふうに思いました。それ

は外国人が来られて事故したっていうことが数件あったっていうこともありますし、

私自身もヒヤリ・ハットという形で、交差点、十字路入ったときに歩いてる方とぶつ

かるとか、自転車とぶつかるとか、逆に僕が歩いてるときに急激なロードバイクのよ
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うな自転車でひかれそうになったりっていうことがあったので、その危険をちょっと

排除するという取組っていうのは必要なんじゃないかなというふうに思いました。以

上です。 

○中務防災防犯担当課長 

 すみません、防災担当の中務でございます。先ほども大正駅前ですね、放置自転車

の例えば禁止区域になっとるんですけども、例えばその禁止を示す看板ですね、それ

も日本語でしか多分書かれていないんかなということもありますので、一応道路管理

者である建設局ですね、そちらのほうにそういう外国人の方でもこれから分かるよう

な表示の仕方っていうのをまた御意見いただきましたので、建設局のほうに申し伝え

たいというふうに思います。 

 それと、交通ルールの関係なんですけども、そちらも警察さんとタイアップしなが

ら前向きに考えていきたいなと思いますので、またよろしくお願いします。 

○竹村議長 

 今の説明でよろしいですか。 

○角元委員 

 はい。 

○竹村議長 

 土井委員さん、何かありませんか。 

○土井委員 

 土井です。質問、書き忘れたなあ思ってたんですけども、こどもの「居場所」って

いうのがちょっとピンと来なかって、姉川さんが言ってたように、ああ、学童のこと

やったんかっていうのを思ったんですけど、本当にちょっと区が先導してこどもの

「居場所」をつくるみたいな、どんなことをしてんねやろみたいなんがちょっとピン

と来なかったんで、その現状とあるべき姿みたいなの、もう少し分かりやすい形で教

えてもらいたいなと思いました。以上です。 
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○前田こども・教育担当課長 

 御意見ありがとうございます。私、こども・教育担当課長をしております前田と申

します。 

 まず、こどもの「居場所」につきましては、この将来ビジョンの中の２９ページに

も一部記載させていただいております。まず、「居場所」につきましては、いろいろ

居場所の定義いうのは決まったものはないんですけども、例えばよく言われるのがこ

ども食堂とか、あとはいわゆる学習とか宿題とかするような、大正区ではよく宿題カ

フェとかいうような名前でやられてるところもございます。今、大正区のこどもの

「居場所」の現状につきましては、区役所と区社会福祉協議会と共有する箇所数いう

のは、今小学校区１０校区あるんですけども、大体その中で６か所ございます。ただ、

実際には各地域でいろいろな形でこどもの「居場所」を実際にされてるところもござ

いますので、正確な数字いうのは把握はしておりません。で、今日来ていただいてお

ります姉川委員につきましても、大正区のこども食堂という形でこの夏ぐらいからや

っていただいておりまして、直近でいうとまた１２月２２日もこどもの食堂を開催す

るようなことをお聞きしています。現在ではそういった形で大正区の中で地域でもい

ろいろと宿題カフェとかそういう、あとこども食堂的なところがございます。 

 大正区としてめざすべき部分なんですけども、こどもの「居場所」っていうところ

は、いわゆる我々が今考えているのは地域でこどもを見守り支援することができるの

でないかということで、そういう居場所づくりを地域でつくっていただくに当たって、

区としては直接「居場所」をつくることでなくて、そういった地域で「居場所」を支

援する、やっていきたいという声があったときに情報提供したりとか、「居場所」に

係る費用について助成金があるよとか、そういった情報を提供しながら支援していき

たいなと考えております。 

 もう一つは、将来ビジョンにも記載している内容については、今、区役所のほうで

こどもサポートネット事業というのを実施しております。これはいわゆる小学校、中
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学校で課題のある児童生徒についてそういった方を、区役所、そして地域の方々と話

して、そういった方々について支援をするような事業がございます。それと一緒に、

大正区独自で学習・登校サポート事業というのをやっております。こどもサポートネ

ット事業で対象となった課題のあるこどもたちについて、学習が遅れているような方

について学習の支援とか登校の支援をする事業でございますが、その中に、これまで

そういった支援につながらないような方もおられます。例えば不登校、今、不登校と

いうのは増加傾向にございまして、大阪市についても、全国的にも多いという傾向が

ございます。そして、数値には示しておりませんが、大正区におきましてもやはり不

登校の方が多い傾向がありますので、そういった、不登校になると支援につながりに

くい方もおられますので、そういった支援につながるように、まだ予算の編成過程で

ございますが、学習・登校サポート事業の中に、大正区のほうで大正区役所の中に一

定「居場所」を提供してみようと。そういった「居場所」で支援をしていきたいと考

えておりまして、一つは地域でこどもを見守り支援するような体制を支援するのと、

一つは行政としてもそういった課題を抱えるような方々について支援するような「居

場所」をめざしながらやっていきたいというのを今回ビジョンに示させていただいて

おります。以上でございます。 

○村田副区長 

 具体的な中身についてはそういうことなんですけども、「地域で居場所」と言いま

すが、「居場所」って１つじゃなくてもいいと思っています。 

箱物があって、そこに誰かが居てずっとこどもを見てる、そういう居場所だけが

「居場所」なんでしょうかということを我々はずっと考えておりまして、地域全体が

「居場所」でもいいじゃないのと。 

餅つきやったり、運動会、何かお遊びのビバフェスタみたいな、小学校で行事を

やったり、それから、こどもたちにお菓子を配ってあげるイベントをしたりとか、そ

ういう地域でみんな見てる三軒家西さん、そういうところもございます。 
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地域が「居場所」であると。それから、宿題カフェっていうように、これは泉尾

東地域なんですけれども、月に何回か地域の女性方がこどもたち集めて宿題をしても

らって、勉強してもうて、それ終わった後にはお楽しみの御飯があったり、あるいは

ゲーム大会やったりとか、そういう「居場所」もあります。 

だから、ほかでいいますと、例えばＩＣＴクラブって御存じですかね。そういう

プログラミングのことを教えてあげるような場所をつくったりとか、先日の総合教育

会議で、とある地域のＰＴＡさんがボードゲームしたい人、みんな集まってこいみた

いな、そんなところをつくってみたいなとか、新しく地域の福祉会館建て替わるから、

建て替わったらそこで誰かがいつもおって何か適当に茶飲んでお菓子食べてたらいい

じゃないかとか、そういうところも考えたり、いろんな形態の「居場所」が１０地域

あったら１０地域あってもいいですし、それから、１０地域以外でもその地域ってい

うものを、別に地域のまちづくり実行委員会さん、社協さんだけじゃなしに、姉川委

員のところのような、そういうところも、いろんなところがこどもたちを地域で見て

る。 

ああ、あのおっちゃん知ってるよと、こないだお菓子もらったよね、そういう関

係づくりっていうのができたらなと。 

それが我々が今考えてるめざすべき「居場所」ですので、実は２９ページに書い

てる施策のこどもサポートネットワーク事業どうのこうのって書いてますけど、家

庭・学校以外の場である「居場所」って、これ、括弧ついてるんですよね。普通名詞

としないでかぎ括弧して、固有名詞としての使用ということで、区役所内で議論して、

このようになったんです。 

こういったようにいろんな「居場所」があっていいよねということを考えていき

たいなと思ってます。 

 それと、先ほど言いました不登校のこどもたちを見るところ、学校もしんどいよね

と、家もしんどいよね、それなら区役所に来たらいいじゃないかと、そういうところ
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もつくっていきたいなというふうに考えています。 

その両建てですね、不登校でちょっと困ってる、いろいろと悩みを抱えてるこど

もたちが地域で人間関係をつくるための場所、そういうところとの二本立てで事業を

やっていきたいと思ってます。 

細かく書いてないのは、今、予算要求段階ですので、事業・業務計画書に細かく

どんなことをするんだということを予算が通ったらきちんと書いて出していきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

○竹村議長 

 地域のほうから。 

 仲田委員さん、何かありませんか。 

○仲田委員 

 先ほど、こども食堂のお話が出たんですけれども、どんな感じで出されてるんでし

ょうか。コロナで手作りは一切できなくって、私たち老人の給食も業者さんからのお

弁当を取ったのを配布してるというふうな感じになってますので、今まではずっと手

作りでしてたんですけれども、コロナでそういうふうなことができなくなってるんで

すけれども、どういう感じでなさってるんでしょうか。よその地域はそれはやめて、

お菓子を配ってるとかパンを配ってるとかいうのも聞いたことがあるんですけれども、

どんなふうになさってるんでしょうか。 

○姉川委員 

 すみません、ありがとうございます。おっしゃるとおり、今は会食形式が全くでき

ないので、寄附いただいた物品などをいつもはそれを活用して御飯つくったりしてた

のを、もうそうじゃなくて、もうその物品自体をもう配布するっていう形にしていま

す。食材だけを今大正のほうはやってるんですけれども、もう一つ、僕、もともと西

区のほうでこども食堂をやってまして、そこでは食材配布プラス助成金なんかが降り

たときは、言われたようなお弁当を配布したりするようにしてます。なかなかそうや
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ってみんなで集まって食べることができないというのは、僕の中では「居場所」じゃ

ないよねとはちょっと思ってるんですけども、細々と続けていって関係性つくっとい

て、コロナが明けたときに、ああ、ここでこども食堂をやってるんやって覚えといて

もらうための今はちょっと大正のほうでは種まきなのかなと思っていますので、いつ

かやっぱりみんなで一緒に食べるっていうことがしたいなと思っています。 

 余談なんですけど、港区のほうではもうちょっとずつ何か始めてるみたいな感じを

聞いてまして、僕はその港区とか特にすごいなと思うのは、やっぱり町会で御高齢の

方もこどもさんも一緒に食べるっていうのがされてて、実は僕はそれが一番やりたく

て、こども限定にしなくて、誰もが寄れる場所っていうふうにしたくて、西区でもや

ってたときに区役所に訴えに行ったのが、町会さんのほうでぜひ高齢者の方と一緒に

こどもさんも食べれるような形ってつくれませんかねって言ったら、ちょっとそれは

みたいな、町会さんの判断なんでっていうことであれなんですけど、理想としてはす

ごい今、港区の田中食堂さんいったかな、田中・夕凪のほうのがそうやってみんなで

食べてるっていうのは、すごいいいなと思ってます。 

○竹村議長 

 ほかに、どなたかありませんか。 

 鶴町の大石委員さん、何かありませんか。 

○大石委員 

 鶴町も、こども食堂って確かにあったんです。こども食堂、このコロナの問題が起

きて結局もう自然消滅っていうか、したくてもできなくなった、こどもを集めてって

いうのは難しいということで、今、多分あの方もできてないんかなと思うんですけど

も、ただ、振興町会でそういうこども食堂に補助しようかということになると、やは

り資金的な問題が出てくる。それと、あと、個人でやるために今食材の提供を受けて

という、テレビなんかでもよくありますよね、余った食材をこども食堂に回そうとい

う、そういう運動がある。ただ、あの物量から考えると、各地区のこども食堂のその
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必要な食材の量とは全然かけ離れた量だと思うんですね、提供してもらえる量という

のが。そうすると、こども食堂自体を持続するためには、やはり資金的な援助、補助

がどこかからやっぱり定期的に入ってこないと難しい。個人の寄附だけに頼ったんで

はなかなか難しい。そういう面もあって、多分やりたくてもちょっと一歩を踏み出せ

ないという方もいらっしゃるようには聞いているんですけどもね。ただ、どういうん

でしょうね、従来と違ってるのが、今のコロナの感染症の問題がいまだにやはり尾を

引いてるし、もうこの週明けてからだと全国的に１６万、１７万、昨日なんか一番多

いときで１９万何人が新たな感染者出てますよね。まだ専門家のほうもテレビのそう

いう報道のほうも、第８波という言葉はあまり、以前と違って、今は出てない。２か

月、３か月ぐらい前には、８波が始まるよ、増えてくるよっていうような話がテレビ

なんかでもちょこちょこ報道で流れたんですけども、この１か月、第８波というよう

な言葉は耳に入らない。でも、現実は、全国で十何万人、大阪府だけでももう１万人

前後の方が毎日発症出てる、死亡者も増えてる。これ、この状態がもう少し上がって

くると、年明け、やはり何かの規制が出てくる可能性もある。ちょっと今の議題の内

容とかけ離れた話になって申し訳ないんですけども、ただ、今現実に言うと、その対

応を区役所のほうもどう考えてるんかなというのを、ちょっとお聞きしたいなと思っ

たりはしますね。 

○村田副区長 

 各地域の皆さん、工夫されながら、いろんな行事していただいてありがとうござい

ます。 

本当はその場で食べさせてあげたいけども、お持ち帰りという形にしたりとか、

今、思い出せないのですが、とある地域では、朝のふれあい喫茶にこどもたちと一緒

に御飯食べてるっていうのを、やっているかもしくは、やりかけたところがあるんで

すけども、このコロナで結局できなくなったと、そういうところがあります。 

徐々に今、高齢者の食事サービスさんでも会食やってるところでは、お弁当にし
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て、みそ汁だけは作りましょうとか、ちょっとずつ復活してきてる状況かなというふ

うに思ってます。 

今日も実を言いますと、昼間、百歳体操、平尾のほうに行ってきました。来週の

月曜日は鶴町の松村委員のところへ行かせていただくのですが、百歳体操でもお年寄

りの皆さんがだんだん集まってきてる状況になってますんで、ちょっとずつ行事は復

活しているのかなというふうに感じているところです。 

ただ、大石会長おっしゃったように、またコロナということで、ゆり戻しが来て、

しんどくなってくるっていうのは、これやむを得ない状況なのかなと思っています。 

もしコロナがなかったら、お金の面どうすんねんという御質問だったと思うんで

すけども、地域によっては社協からのお金、大阪市の社協の基金があるんですね、そ

ういう財源を使ったりとか、それから、まちづくりのお金、２割５分、自腹切らなあ

かんやないかという、そういうお話がありますけれども、まちづくりのお金でされて

いるとことか、いろいろあるかと思います。 

資金面、例えばこども食堂だけじゃないですけど、「居場所」をつくったりする

ときの資金面というのは、いろんな方法が各地域さんであるかと思いますんで、そこ

については、我々、区役所、御存じのようになかなか予算ないところなんですけども、

皆さんと一緒に知恵出しながら考えていきたいなと思いますんで、よろしくお願いし

ます。 

○竹村議長 

 御意見、地域の中の意見ございませんか。 

 北川委員さん。 

○北川委員 

 三西の北川です。三西地域におきましても、朝御飯を食べてこないで来る生徒さん

がたくさんおるという形で、年に何回か知りませんけれども、朝、時間どおりに行っ

て、先、女性会とか、そういう役員の方が全部行って、とにかくみそ汁作る人はみそ
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汁、係を決めて。というのは、後でもし何かあったときは、その方がどういう手順で

作ったかいうことを全部調べられるように、味見する人は味見する人という形で決め

て、このおかず、卵焼く人は卵焼くだけっていう形でやって、その中でお年寄りも申

し込んでいただいて、一緒に朝食べるという形のものを今までやっておりました。 

 それと、先ほどからちょっと自転車の話も出てきてましたけれども、私とこはこの

間、先月ですかね、安全交通週間という形で、三西小学校におきましても、大正警察

の指導によりまして、運動場においてこどもたちの自転車のマナーとか交通指導をし

ていっていただきまして、ありがとうございましたいうことなんですけれども、大正

区は大正通とか、もうそういうメイン通りを一歩筋へ入りますと、ほとんどのところ

がもう一方通行になっております。ほんで道幅も昔のままの道幅のところが大変多く、

５メートル、１０メートル行くと、すぐ四つ角に突き当たるというふうな状態で、私

もこどもの見守り活動しておるんですけれども、その中で、ほとんどもう、前にこど

もさん、後ろにこどもさんと乗せたまま、もうすぐ四つ角あるのに、スピードそのま

まの状態で突っ切っていくというふうな、もう本当に危ないとこ、私は、まあまあ、

四つ角のとこたまたま立っとったら、両方から来て、これ当たるでと思ったら、片一

方止めたりしてるんですけど、そういう状況が大変よく見かけられるんですね。とい

うことで、私の思てるんですけれども、車が、もう四つ角、前へ進んできてんのに、

その前、横切っていく人もおります、中には。もういろいろ、ママさんもいろいろ、

共働きとかいう形ではあるんだろうと思いますけれども、学校でこどもたちに一生懸

命自転車の乗り方教えてもらってるのに、親がそういうふうなことをしておったら、

ちょっと考えさせられます。それという意味で、学校の実行委員会、また、各町会連

合と各女性会という、そういう各場、場で、自転車の親の乗り方のマナーを指導して

いって、全体的に盛り上がっていったらいいんかなというふうにちょっと感じました。

以上です。 

○竹村議長 



24 

 ありがとうございます。 

 あのね、自転車のマナー、大体警察も、この感染とかある中、あんまり。前は各地

域で自転車のマナーアップいうのに、こどもたち、それから、親御さんなんかに自転

車の乗り方とか指導してたんですけど、警察の場合、この感染になって、あんまり活

動やりませんのでね。実際、僕が見ても、まち走っとっても、もう信号、赤でも走る

し、もう車が来とっても、特に大正区の４３号線、中通りの信号なんか、信号が長い

から、もう青になったら交差点走って、突き切って、もう一目散に走っとるから、こ

れ危ないな思うんですけどね。ちょっとマナーが最近悪いん違うんかな思います。 

 皆さん方、いろいろ委員さんの質問があると思いますが、時間の都合上、質問でき

なかった方はご意見シートにて提出をお願いしたいと思います。 

 それでは、これにて議題１を終了させていただきます。 

 大変貴重な意見をいただいたと考えています。本日の内容を基に、今後、大正区の

将来ビジョン２０２５の策定に生かしていただきたいと思います。 

 それでは、次の議事に移らさせていただきます。 

 議題２、令和５年度大正区運営方針（素案）について、区役所からの説明をお願い

いたします。 

○大津区政企画担当課長 

 ありがとうございます。それでは、議題２、令和５年度大正区運営方針（素案）に

ついて御説明をいたします。 

 お手元に配付いたしました書類番号３、令和５年度大正区運営方針（素案）と、参

考資料の運営方針についてを御準備ください。よろしいでしょうか。 

 先ほど議論いただきました大正区将来ビジョン２０２５は、これから３か年の計画

を示すのに対しまして、運営方針は単年度における施策の選択と集中の全体像を示す

方針といたしまして、大阪市全市的に毎年度作成しているものでございます。 

 今回、基本的な方針と、作成いたしました令和５年度大正区運営方針（素案）につ
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いて、委員の皆様に御議論をいただきたいと考えております。 

 なお、今までの様式なんですけども、もうかなり情報量が多くて見にくい様式やっ

たんですけども、令和５年度から非常に簡単な書類番号３なんですけど、後で内容を

説明いたしますが、簡単な分かりやすい様式に変更がされております。 

 なお、本件に係ります事前質問の回答につきましては、書類番号４の５ページで書

面にて行っていることから、詳細の説明につきましては割愛をさせていただき、後ほ

ど、この回答に対しても御意見をお伺いできればと思っております。 

 それでは、書類番号３、令和５年度大正区運営方針（素案）を御用意ください。 

 まず、上段のところなんですけども、目標という欄があるかと思います。目標とい

う欄につきましては、大正区役所の活動によりまして、何がどうなるのか、すなわち、

大正区役所がめざすべき将来像というのを示しております。その下の使命の欄でござ

いますが、そのために大正区役所がどのような役割を担うのか、目標の実現のために

大正区役所の担うべき役割を示しております。その意味で、目標と使命というのは、

目的と手段の関係にあるということでございます。一般的な企業におきましては、経

営戦略におきまして、目標というのは、自社のありたい姿を設定するというところが

あるかと思うんですけども、行政の場合は、通常は自らの姿というよりか、区民の皆

様や地域がどのような状態になるかっていうのを掲げたのが目標ということになって

おります。その下段なんですけども、所属運営の基本的な考え方ということで、上記

の使命を踏まえまして、先ほどビジョンでも出ておりました４つの柱を立てまして、

また、４つの柱を支える共通の取組を行うということを記載させてもらっております。 

 次に、重点的に取り組む経営課題ということで、５つの経営課題を記載しておりま

す。経営課題１、１ページめくってもらいまして、経営課題２と３、その右に経営課

題の４と５ということで、５つの経営課題、４つの柱と、その４つの柱を支える共通

の取組ということで記載をさせてもらっております。 

 例えば、経営課題の１でございます、健康で安心してくらせるまち「大正」を実現
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するために、まず、課題認識という欄がございますが、こちらに大正区の現状と課題、

そして、その課題を解決するために、どのような取組が必要かというところを記載を

しております。その下の主な戦略の欄につきましては、具体的にどのようなことを行

っていくのかというのを記載しております。その下のアウトカム指標の欄につきまし

ては、経営課題、この１の解決に向けた進捗の度合いを示すために、客観的にその進

捗度合いが測定できるように数値化した数字で表した指標をつくりまして、それを記

載しているところでございます。 

 なお、経営課題を５つ立てて、この解決のために全て戦略を立てておるところでご

ざいますが、全てが計画どおりに進むとは限らないこともございまして、そのために

も、成果目標、ゴールにどの程度近づいているかをチェックする必要があると考えて

おります。その際、客観的にチェックするためには数値化というのは非常に重要で必

要なものであると考えておりまして、数値化することによりまして、区民の皆様にと

ってもすごく、どれぐらい進んでるのかなっていうのがイメージしやすくなると思っ

ているところでございます。 

 以下、２番、３番、４番、５番も同じようなつくりになっているところでございま

す。 

 説明については以上になります。 

○竹村議長 

 ただいまの区役所からの説明がありました。 

 令和５年度大正区運営方針につきまして、何か御質問、御意見などございませんか。 

 それでは、事前に質問のあった委員さん。 

 角元委員さん。 

○角元委員 

 私からは、経営課題５、４つの柱を支える共通の取組っていうことで地域活動の活

性化ということなんですけども、区民まつりやスポーツ大会、区民ギャラリー、生涯
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学習フェスティバルということなんですけど、そのスポーツ大会っていうのは主にど

んな競技とかっていうのがあるんですかね。何か今までやったっていうのは、野球と

かキックベースとかはあったんですけど、また新たなスポーツの取組とか、そういう

のを考えているとか、そういうのを何か、具体例とかって何かあるんでしょうか。 

○村田副区長 

 私のほうから答えさせていただきます。 

 スポーツ大会、これがなぜ、今回始めようかなと思ったのは、以前はファミリージ

ョギング大会ってあったん御存じですかね。 

○角元委員 

 はい。 

○村田副区長 

 それから、区民ハイキングと、そういうのもありました。体を動かすイベントがあ

ったんですけども、この間、コロナの関係や、あるいは予算の削減とか、いろいろ原

因があって行えていませんでした。 

今回、このスポーツ大会をやることによって、地域の担い手を掘り出すと言った

ら失礼な言い方なんですけども、地域で見つけてくるということをできたらなという

ふうに思ってます。 

といいますのは、皆さん御存じのように、この間の区民まつり、地域対抗競技が

ありましたよね、キャタピラーレースとか、それから、土のう積みリレーとか、そう

いうのがあったん皆さん御存じでしょうか。 

そういうのをやったときに、すごく地域の皆さんが盛り上がった。それから、地

域の皆さんだけじゃなしに、今まで我々も存じ上げなかった方が参加して、結構盛り

上がったというのがありますので、そういう地域の新たな活動の担い手の掘り起こし

っていうのを取り組んでいければなというふうに考えてます。 

で、スポーツ大会で何するかという、委員の御質問なんですけれども、これは皆
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さんと一緒に考えましょう。 

もし参画していただけるのであれば、当然スポーツに関わる団体さん、あるいは

こどもたちを日頃見守っていただいてる団体さんなどと一緒に、実行委員会か、運営

委員会か、そういうのをつくりながら、一緒に何がいいか、本気の１００メートル走

でもええと思うんですよ、地域対抗の。 

以前行っていたリレーもいいと思いますし、大縄跳びなんかもいいと思うし。ま

た違うことも、ひょっとしたら知恵として出てくるかもしれませんので、役所がこれ

やれ、あれやれ、何考えてんねんっていう、そういうことではなく、地域の皆さんと

一緒に、何をしましょうかっていうのを考えていきたいなと思ってますので、よろし

くお願いいたします。 

○角元委員 

 ありがとうございます。 

○古川区長 

 ちょっと補足があります。今、村田副区長から話していただいたのは、さっき私と

スタッフとの間で話したばかりの内容なので、まだ生煮えの状態です。すみません。

補足させていただくと、これを地域の皆さんに投げかけて、どういう形がいいか話し

合っていこうね、という話をさっきしたばかりなので、今のは情報の一端でございま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

○角元委員 

 ありがとうございます。 

 じゃあ、区民としての声なんですけど、たまたまね、知り合いの娘さんが実はある

競技の日本代表選手なんですよ。それを知って、すごいびっくりして、何の競技です

かって聞いたら、クリケットって言うんですよ。皆さん、クリケットって御存じです

か。なかなか知り得ないマイナーな競技って言われるんですが、実は世界の競技人口

第２位らしいんですよね。イギリス発祥の。野球のルーツって言われてるんですけど
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も、ボールを投げて、木のバットで打つんですけども、木がすごい特徴的な形をして

て、今、競技用使ってる、そのバットっていうのは全部輸入の海外製品のもので、そ

れを委員の中では、ものづくりの方が多いので作れるかって言ったら、これ大正区の、

メイド・イン・大正区っていう形にして売り出したらめちゃめちゃ売れるんちゃうん

みたいな話になったんですよね。そういう競技人口を増やすっていうのと、このスポ

ーツ大会っていうのを掛け合わせたら、大正区が、分かんないですけど、クリケット

のまちみたいなんになれば、海外の人も生活する人も増えるし、メーカーとしても、

ものづくり企業も躍起になると。そこから、そこで働きたい附属の、こういうことや

りたいねっていう人が集まってくるんじゃないかなってことで、非常に盛り上がった

んですけども、そういうことを、何かわくわくする場っていうのをどんどんつくって

いきたいと思ってるんで、クリケットをちょっと頭の中に入れておいていただければ

なというふうに思ってます。すみません、ちょっと取り留めない意見で申し訳ないで

す。以上です。 

○大津区政企画担当課長 

 ちょっと一つだけ。クリケットでちょっとふっと思い出したんですが、先日のもの

づくりフェスタのときに、土井委員のほうから、10年先のまちを元気にする発明ア

イデアでモルックですね、モルックを通じてまちを元気にしようっていう御提案をい

ただきまして、僕もそのとき全然知らなかったんですけど、今日ちょっとユーチュー

ブを見まして、これなら誰でもできる面白い競技なんだということで、これは中の話

で申し訳ないんですけども、結構盛り上がってまして、モルック部をつくろうかみた

いな話も出ておりました。また、物自体も木製で、まさにものづくり企業の方でも何

か作ってもらえそうやなって話もしてましたので、そういうのもできたらいいなと考

えております。以上です。 

○古川区長 

 じゃあ、ものづくりの観点からお答えに持っていきます。そういう、区を挙げてメ
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ッカみたいな競技を作ることが可能になったら、先の話ですけど、ぜひものづくり企

業さんが、その製品化のメッカになっていただくということで、連携しながら、大正

区の知名度アップに御協力いただけたら幸いだと思いました。クリケットのバットっ

て、相当の部分も木製ですし、それから、モルックの器具も、あれ北欧なんですよね、

北欧のオリジナルの器具なので、それを国産で賄っていったら、それぞれ面白い取組

になるかなと思いました。ものづくり企業様たちの発案と、それから、この競技その

ものの盛り上げも併せて期待したいなと思っております。ありがとうございます。 

○竹村議長 

 土井委員さん、何かありませんか。 

○土井委員 

 不意打ちで。前回、御提案したときは、実現可能性何％ぐらいですかって聞いたと

き、いまだに覚えてるんですけど、区長の口から３２％という答えが返ってきてたん

ですけど、ちょっとは上昇機運があると見ていいんですかね。楽しみにしてますんで。

本当にその、何だ、児童遊園の有効っていうの、今、この将来ビジョンを見ても、も

う４つの、何だろうな、めざすべき将来像に合致するような形で進められるんじゃな

いかと改めて思ったんで、ぜひ御一考いただければと思います。それで、本当にこう

いう一区民の声が、区でもんでもらって実現するっていう事例をどんどん、手軽なと

こからつくっていくことで当事者意識みたいなのも生まれてくると思いますし、それ

やったら、こんな提言もしてみたいな声もどんどん集まってくるんじゃないかと思い

ますんで、ぜひよろしくお願いします。 

○竹村議長 

 ありがとうございます。 

 姉川委員さん、何かございませんか。 

○姉川委員 

 そうですね。ちょっと自分事というか、自分の、また、鶴町のほうで、多分、大石
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委員も関わられたと思うんですけども、スーパーが１つなくなって、もう鶴町の地域、

１つしかスーパーがなくなって、どうしようかっていったときに、生協さん、おおさ

かパルコープさんが、とくし丸じゃないけど、何ていうんですか、あれ。移動販売車、

それ、出てこんで。移動販売車をこの秋から稼働することなって、どこからの発信か

分からん。多分うちのほうからもパルコープさんに掛け合って、鶴町がスーパーがな

くなって、移動販売されてるの知ってたので、できないかっていう、こちらからもち

ょっと投げかけをさせてもらったと思うんですけども、その後、何かすごいいいなと

思ったのが、僕らは一民間企業、パルコープさんも一民間企業。社協さんであったり、

連合長会で話し合って、そういうことに何か実現したっていうの、社会福祉協議会の

お便り、お便りっていうか、何か記事でそれ見まして、それこそさっきか、課題のと

ころにあった、官民連携じゃないですけども、いろんな団体がつながって、今回、一

つの事業、事業というか、地域の資源が生まれたっていうのはすごくいいことだなと

思って、これがまた、すごい一つの、大正区における成功事例の一つかなと思ってる

んです。移動販売車自体も、止まってる時間も、場所によってはすごい人が来たら長

時間、何か止まってるみたいなんですけど、またそこが買物に来られる方の何か一つ

のコミュニティになりつつあるっていうのを聞いてまして、やっぱりそういうのも

「居場所」の一つにもなるのかなとか思ったり、そういう色々な方たち、人と企業さ

んとか、行政、団体さんが、今後も何かそういうことで、一つの社会資源がまた来年

度も生まれたらいいのかなと思いましたので、スポーツ大会もね、多分一つ、何かき

っかけにもなるかも。人と人が出会って、初めてそういうことが生まれるのかなと思

ったので、ひとつ、鶴町さんのやつは、何か大々的に何か大正区で自慢してもいいの

かなと思いました。 

○古川区長 

 その件に関しては、このあいだ松村委員から生の声を聞いたばかりですので、ちょ

っと解説いただければと思います。 
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○松村委員 

 こんばんは。松村です。私も、移動販売っていうのを聞いたときに、ああ、これは

やっぱりおばあちゃんたちが買物行くにもね、今、本当にスーパーが、ちっさなスー

パーが１つだけで、私たちも本当にどこかにそういうスーパーができたらいいなと思

って、そういう話をしようと思ってましたら、移動販売っていうのができるっていう

か、ふれあいセンターの方が、やっぱりそういう困ってるいう声を聞いて、地域に持

ってきて、そんな話をしたときに、私も会議に出たんですけども、これはありがたい

なと思いました。それで、私も初めて、先日、近くにちょうど時間帯が合ったので行

ったんですけど、寒い日だったんですけどね、結構おばあちゃんも来て、それで、や

っぱりコミュニケーションって本当に、今はね、本当に住宅でも顔を合わすっていう

ことがないので、「元気だった」とか、そういう声もかけることができて、これはコ

ミュニケーションとか、それこそ人との交流が今ないので、ありがたいなと思いまし

た。それで、やっぱり人の、行ったこともないからって言って、声かけあって行くっ

ていうこともできるので、寒くても出てこようとする意欲っていうか、やっぱりそれ

も健康につながるなと思いました。そういうことで、やっぱり地域のつながりという

ことが大事っていうことも知ることもできましたし、皆さんにも一応声をかけあって、

そういうことは広めて、やっぱり居場所づくりとか、色々交流を持つっていうことが

一番健康にもつながることかなと思っています。本当にありがたく思っています。以

上です。 

○竹村議長 

 ありがとうございます。 

 柊委員さん、何かございませんか。 

○柊委員 

 先ほど、角元委員からスポーツ大会についてお話があって、クリケットの話が出て

きたんですけども、私、日本語学校に勤めておりまして、中には留学生が、バングラ
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デシュとか、パキスタンとか、ネパールとかから来てるんですけども、その学生たち

に聞くと、何かチームをつくって、そこの公園でクリケットをして遊んでるとか、週

末になったらチームつくって、本当は１１人なんですけども、五、六人でも集まって

やってると。中には、話を聞くと、国でプロでやっていたと、友達もプロのクリケッ

ト選手やってたというのがいて、何かこういう人材がいるのであれば、国際交流なん

かできないかなと思ったりしました。あと、このスポーツとか音楽って人を何かすご

くつなげる、すごく魅力のあるものだと思っていまして、あと、うち、今日冬休み前

で、終業式でクリスマスパーティー、簡単なものなんですけど、やったんですけども、

音楽を流していると、いつの間にか学生、国籍を問わず、輪になって踊り出して、い

つの間にか一つになって踊ってるということがあって、何かそういうきっかけがあれ

ば、こういう、大正区で国を越えて、何かつながりができたらなと思います。以上で

す。 

○竹村議長 

 ありがとうございます。 

 南委員さん、何かございませんか。 

○南委員 

 経営課題４のところで、空き家の問題とか、産業を盛り上げようぜっていうところ

やと思うんですけど、それの指標がほんまに地価でいいんかなと思いながら見てたん

ですけど、ほかに何かこれ指標ないんですかね。そんなすぐ、土地上がらんやろうし、

逆に盛り上がってきて土地上がったら、僕らは逆にやりにくくなったりするんで。ど

ちらかというと地価は上がってほしくないなと思いながら。これ、何かほかに指標な

いですかねっていう質問です。すみません。 

○村田副区長 

 我々はまちのリノベーションって進めていこうと思っていますが、やはりまちの活

性化っていうのは、その結果まちの価値が上がるということと思っています。 
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価値が上がるということは、やはりそれは地価につながってくるんではないかと

いうふうに考えておりますので、今回こういう指標を設定させていただきました。 

指標として、また違う、人口いうのもあるかと思うんですけども、最初に区長が

申し上げたとおり、日本国中、人口が減ってきている状況のなかで、人口が本当にい

いのだろうかいうこともございます。 

それから、あと、数字的には考えられますのが、税収っていうのもございます。

将来ビジョンの中では税収について、取り上げさせていただいてますが、Ｕ字でちょ

っと上がってきてるんです。 

何でそうなってるかというのは、いろんな状況があって、我々まだ分析しきれて

ないんですけども、そういうのもあるかなと思う中で、ちょっと税金いうのも生々し

いし、まだ我々も分析できてない中ですので、今回は地価と考えております。 

○南委員 

 ありがとうございます。 

 いや、最初にこの話のときに、前々回ぐらいに副区長が、人口の話だけやない、魅

力を上げなあかんねやって、魅力があったらええんやっていうすごい意見を言っては

ったんで、その魅力の測り方が、えっ、地価なのっていうのに、すごく今、何か違和

感を覚えての質問でした。何かそういう魅力が上がったかどうかを見る指標っていう

のも考えていけたらなと思いますが、ちょっとあんまりピンとこないなと思って見て

ました。ありがとうございます。 

○竹村議長 

 時間にちょっと限りありますんで、発言できなかった方、ご意見シートにて、また

提出をお願いしたいと思います。 

 それでは、これをもちまして、議題２を終了させていただきます。 

 本日も大変貴重な御意見をいただいたと考えます。これらの意見を基に、運営方針

の策定に生かしていただきたいと思います。 
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 その他の事項について、区役所から何かありますか。 

○大津区政企画担当課長 

 ありがとうございます。議題１の大正区将来ビジョン２０２５（素案）と大正区運

営方針（素案）につきましては、本日いただきました御意見も踏まえまして、また次

回の区政会議で案ということでお示しさせていただきたいと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いをいたします。 

 それでは、続きまして、議題外で、委員の皆様より御意見をいただいておりますの

で、ここで御報告をさせていただきます。 

 書類番号４、区政会議委員からの事前質問・意見に対する回答を、お手元に御用意

ください。よろしいでしょうか。 

 それでは、すみません、６ページのほうを御覧いただければと思います。６ページ、

角元委員より御意見でございます。 

 紙ベースを徐々にデータ化する取組は必要なことだと思いますという御意見をいた

だいておりまして、御意見ありがとうございます。現在も、主に内部書類につきまし

てはペーパーレス化のほうを進めているところでございますが、今後は内外を問わず

に、ＳＤＧｓの観点というところからも、可能な限り、さらなるペーパーレス化に取

り組んでまいります。さらに、業務のオンライン化も進めてまいりたいと思っており

まして、区民の皆様がデジタル機械とか、デジタルサービスを体験しまして、利便性

を、あっ、これ便利やなというのを実感できる支援体制を充実させることで、ＩＣＴ

リテラシー、パソコンやスマートフォン等を活用する能力のことなんですけども、の

向上をめざしてまいりたいと考えているところでございます。 

 続きまして、７ページを御覧ください。こちらも角元委員のほうから御意見をいた

だいておりまして、会議内容も見える化されてると思いますが、より認知されるため

に何をすべきかという挑戦を持ちながら全員で取り組まないとなかなか進まないので、

会議始まりにマインドフルネスですかね、瞑想ですか、余計な考えから離れ、心を今
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に向けた状態のことということでしたが、会議始まりでも、マインドフルネスをすれ

ば集中できると思いますという御意見をいただいておりますが、竹村議長、いかがで

しょうか。 

○竹村議長 

 これね、マインドフルネスいうて、僕らはもう年いっとるから、横文字ちょっと弱

いんやけど、ちょっと調べたら、瞑想だか、座禅とか、そういう、心を静かにして、

皆さんが会合に関して一体となって、心を静かにして、皆さんで会合したらどうかい

うことですけど、皆さんどう思いますか。全員がなかなか、心が一体になって、心を

静めて会合できるようなあれになりますか。ここでやるんであれば、これ、会議の前

にちょっとやったらどうかな思うんですけど。 

 大石委員、どう思いますか。 

○大石委員 

 それは振らないでくださいよ。 

○南委員 

角元さん、まず、これどれぐらいの時間とるんですか。 

○角元委員 

 基本的に１分。 

○南委員 

 １分やったらやってもいいかな。 

○角元委員 

 ３０秒から１分くらいですね。 

○南委員 

 それ以上長いのは要らないです。 

○角元委員 

 結構やり始めてます。何か落ち着かせるっていうか、着いたばっかりで、ワタワタ
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してるところからいきなり始めるっていうよりは、一旦リセットして、さあ、始めま

しょうって言ったほうが、話は、会話はキャッチボールやりやすいっていうのはある

なっていうのは実感してあるので、どうかなと思ったんですけど、あくまでもうこの

会議でやりましょうっていうのは、ちょっと違うと思うんで、あくまで一つの意見と

して出させていただいたっていうことですね。なので、いや、次からやりましょうっ

ていうわけではないので、もうこの回答、横棒一本でちょっと傷ついてる部分が。 

○竹村議長 

 僕も横文字はちょっとうといからね、スマホで調べたら、まあ、精神的なあれもあ

るみたいなことも書いておるから、害になるやつもあるみたいなこと書いとるから、

どうかな思ってたんよね。 

○角元委員 

 いや、やられる方は、会議前にされたらどうでしょうか。以上です。 

○大津区政企画担当課長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、土井委員からの御意見なんですけども、トンボロマルシェのほうに、

１０月、１１月と参加していただいたということで、ありがとうございます。すごく

楽しめたということで御意見をいただいております。ただ、製造業者として何らかの

形で参画したいという反面、これからちょっと寒くなってきますので、防寒対策が課

題だと思ってるという御意見でございます。あと、他区からの出店も多いように感じ

られて、少し寂しかったけども、他区からの集客にもつながるものではないかという

御意見。あと、最後に、この月１回のにぎわいが、住民やプレイヤーの増加によって

恒常的なものになるように期待していますという御意見をいただきました。ありがと

うございます。 

 回答につきましては、第１回目のトンボロマルシェが約２，３００人、第２回目が

約２，８００人と、非常に多数の方に大正区内外からお越しをいただいたところでご
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ざいます。また、アンケートの結果、９割の方から大正区に魅力を感じるという肯定

的な評価もいただいているところでございます。今回の取組は、区内にある日々の暮

らしを豊かにしてくれる店舗を紹介することで、訪れた方に大正区のまちのよさを感

じてもらうとともに、他区の方から出店される方も、大正区がマーケットとして有望

であるということを認識して、商いの可能性を見いだしてもらうということで実施し

ているものでございます。なお、防寒対策なんですけども、これからの防寒対策及び、

今のところ２回ともすごく天気がよかったんですが、雨天等の対策、対応につきまし

ては、千島公園の使用条件、たき火等は条例等でできないということになっており、

難しいところもございますけども、いろんな工夫を考えながらやっていきたいと考え

ておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 回答のほうは以上になります。 

○竹村議長 

 今の役所の説明につきまして、何か御意見ございませんか。 

 この前ね、トンボロマルシェに、僕も２回目にちょっと行ったんですよね、びっく

りしたんです。若い人がたくさんお見えになって、これはええことやな思ってね、地

域の皆さん方、また、北川委員さんは来てはったですけどね、結構若い人らがたくさ

んいましたよ。 

○南委員 

 トンボロ、すみません、１２月出店しますので、ぜひ皆さん来てください。 

○角元委員 

 何。 

○南委員 

 うちの嫁がサンドイッチを出しますので。１０月、１１月行って、すごい、めっち

ゃいいって、私も出したいって言って応募したら合格したって、何も裏から手回して

ないですからね。普通に申し込んでやらせてもらえることになったので、ぜひ皆さん
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来ていただけたら、サンドイッチ買うてください。以上です。 

○角元委員 

 １００円。 

○南委員 

 何でやねん。 

 それだけ魅力を感じてるという。 

○竹村議長 

 ほかにどなたか御意見ございませんか。 

 この意見も、また発言できなかった方、ご意見シートにまた提出をお願いしたいと

思います。 

 それでは、本日予定されている議題は以上で終了させていただきます。 

 議事進行に御協力いただき、誠にありがとうございます。 

 皆様には、健やかですばらしい新年をお迎えになることを祈願いたします。 

 それでは、議長を下ろさせていただきます。 

○大津区政企画担当課長 

 竹村議長、どうもありがとうございました。皆様もどうもありがとうございました。 

 それでは、最後、本日の配付資料の中に、今、議長からもありましたご意見シート

がございますので、本日の会議で御発言できなかったことや、本日の議論を踏まえて、

改めて御意見や御質問がございましたら、御記入の上、１２月の２６日の月曜日まで

に御提出をお願いをいたします。 

 すみません、それでは、ここで最後に、マイナンバーカードの出張申請につきまし

てお知らせがございますので、窓口サービス課長の橋本より御説明をさせていただき

ます。 

○橋本窓口サービス課長 

 窓口サービス課長の橋本です。よろしくお願いいたします。お手元に置いておりま
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す、この黄色いチラシをちょっと御覧いただきたいんですけども。今、大阪市のほう

ではマイナンバーカードの出張申請窓口というのを設けておりまして、これ、何かと

いいますと、普通の申請、マイナンバーカードを申請しようと思うと、自分で写真を

お金払って撮って、それを申請用紙に書いて、貼って、送って、あと、カードができ

たら区役所に取りに来るというふうな流れなんですけども、この出張申請窓口は写真

撮影を無料で行っております。申請用紙もその場で書きまして、暗証番号とかもその

場で、これにしておいてというふうな番号があれば、それを書くと、カードができま

したら御自宅へ郵送するということで、わざわざ区役所に取りに行く必要がないとい

うふうな窓口となっております。１２月中にマイナンバーカードを申請しないとマイ

ナポイントをもらえないというふうなことになっておりますので、もし周りの方で、

マイナンバーカードをまだ取ってないというふうな方があれば、こういった窓口もあ

りますので、御案内していただければと思います。あとは、特に、すみません、紙に

はないんですけど、あと、区役所にもマイナンバーカードを申請されて、取りに来ら

れてない方が何百人といらっしゃいます。ですんで、もし周りに、申請したけど取り

に行ってないというふうな方がいてれば、また、取りに来るのに、都度、紙とかが要

りますんで、区役所のほうに問い合わせいただければ、窓口サービス課の住民登録の

ほうに問い合わせいただければ、その辺、御案内させていただきますので、併せてよ

ろしくお願いいたします。 

○大津区政企画担当課長 

 ありがとうございます。 

 それでは、本会議の結びに当たりまして、区長の古川より御挨拶を申し上げます。 

○古川区長 

 いつも御挨拶だけでなく、今日の議論を振り返って、皆様の御意見を再解説という

か取り上げながら、さらにお答えしたりしてるんですけど、ちょっと時間も押してお

りますので、かいつまんでの総括とさせていただきます。 
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 まず、本日の議論、角元委員が口火を切っていただいた外国人の話がいろんな御意

見をいただきました。例えば、外国人に優しい大正区っていうのが、多様性のあるべ

き姿なんじゃないかという視点。それから、最後面白かったですね、外国のみなさん、

公園でクリケットをしていたとか、音楽流すだけで自然と集まっていると。この辺も、

やはり外国人ならではの陽気さとか、あるいは、裏返せば寂しさとかをいろいろ示唆

いただいた話だと思います。 

 まとめると、多分、多様性を大事にするまちでいれば、大正区が、日本人の方も含

めて垣根が低くなるのかなというふうに拝聴しました。外国人との垣根が低ければ、

外国人の方も居心地がよいと。それがまた口コミで広がって、大正区を住むまちとし

て選択していただけるということもあるのかなって、ふと思いました。なので、最初

に御提案があったように、人口も増えるのではないかという話、南さんの御提案にも

つながるのかなと、示唆に富んだ話だなというふうに拝聴いたしました。この辺をセ

ットで、これからも引き続き考えていきたいと思いますし、それから、ビジョンの中

に外国人の対応を、最初のところあたりで触れておこうと思いました。修正をしてみ

たいと思います。ありがとうございます。 

 それから、意外にも多かった御意見が自転車のマナー。自転車のマナー、私も東京

から来たんですけれども、東京よりさらに大正区は疾走してますよね、自転車が。疾

走してます。これはなぜかというと、東京にいると分かるんですけど、道があんなに

広くないんですよ、東京は。路地一本入ると狭いってお話、北川委員からもありまし

たけど、少なくても大正通のあの広さっていうのは、目を見張る広さですね、東京の

者からするとですね。やはりそれは再開発をしっかりやった大正区の成果なんですけ

ど、その分、自転車が疾走しています。なので、皆さんがおっしゃるように、このマ

ナー啓発というのが、多分これから大事になってくると思うんですが、このビジョン

の中ではなかなか触れにくいのですが、一つきっかけがあります。道路交通法が改正

になってます、今年の４月に。ヘルメットが義務化されるんですよ。大人もヘルメッ
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トかぶらなきゃいけない、これ努力義務化なんですけど、１年以内に施行ということ

なので、今年４月に成立してるので、来年の４月には「大人もヘルメットかぶりまし

ょう」キャンペーンを、多分、警察さんがやり始めると思います。この辺の流れをつ

かんで、我々と大正警察さんと一緒に工夫して、マナー啓発もやっていければなと、

ふと思ったところでございます。 

 その他、例えば「居場所」のイメージが湧かない、という土井委員、まさにそうか

と思います。今日、縷々長い時間かけて御説明しましたが、「居場所」って、私ども、

役所の者が説明しようとしても、あんな長い説明になってしまうということで、ちょ

っと御容赦いただきたい。正解がないんです。だけど、副区長が言ったように、地域

こそが「居場所」というふうに感じていらっしゃる地域がたくさんあるのが大正区の

強みですので、地域を挙げて守っていくと。それから、区役所に何らかの個別の場所

が必要という場合は、それも利用してくださいと、その２本立てでいこうと考えてお

ります。 

 その他いろいろ申し上げたいことはあるんですが、時間でございますので、今日は

この辺にしたいと思います。 

 今年最後の区政会議、皆さん、長時間ありがとうございました。お疲れさまでござ

います。 

○大津区政企画担当課長 

 では、これをもちまして本日の区政会議を閉会とさせていただきます。 

 次回の区政会議は、来年２月１６日木曜日の１８時３０分より、場所は同じく大正

区民ホールにて開催予定となっておりますので、御出席のほど、どうぞよろしくお願

いをいたします。 

 本日は、遅くまで誠にありがとうございました。では、これにて終了いたします。 


